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西薩海域における冬季海面水温の長期変動と影響を与える環境要因の検討 

櫻井 正輝 

（鹿児島県水産技術開発センター） 

 

はじめに 

 本県では、本県周辺海域の海況を把握することを目的に、串木野～甑島間を航行している

フェリーニュー甑、鹿児島～那覇間を航行しているクイーンコーラル 8 に水温計、超音波

ドップラー流向流速計を設置し、フェリーニュー甑は毎日、クイーンコーラル 8 は 2 日に

1 度の頻度で定期航路上の海面水温，3 層の流向・流速を観測している。 

これまでのフェリーによる長期モニタリングの結果から、本県海域の中でも、特に西薩海

域の秋季～冬季の海面水温は約 3.7～4.8℃/100 年のペースで上昇しており、気象庁が発表

している東シナ海南部の秋季～冬季海面水温の上昇速度（約 1.5℃/100 年）と比較しても非

常に速い。今回は、本県海域の中でも特に海面水温の上昇が著しい西薩海域の冬季海面水温

と海面水温の変動に影響を与えると考えられる気象、黒潮北縁域との関係について検討し

た。 

 

材料及び方法 

西薩海域の冬季海面水温と気象との関係 

フェリーニュー甑に設置している水温計（水深 5m）にて観測された 1971～2019 年の海

面水温データと気象庁が中甑に設置しているアメダス観測所にて観測された気温、冬季季

節風の指標の 1 つであるモンスーンインデックスを用いて冬季季節風との関係性について

検討した。なお、今回の解析では、気象庁の海洋健康診断表で使用されている定義に合わせ、

1～3 月を冬季とした。 

西薩海域の冬季海面水温と黒潮北縁域との関係 

 フェリーニュー甑に設置している水温計（水深 5m）にて観測された海面水温データとク

イーンコーラル 8 に設置している水温計（水深 5m）にて観測された海面水温データから算

出した黒潮北縁域との関係性について検討した。黒潮北縁域は鹿児島湾中央～カッパ曽根

間の水温勾配が大きい海域を黒潮北縁域とし、1990～2019 年のデータを使用した。 

 

結果 

西薩海域の冬季海面水温と気象との関係 

西薩海域の冬季海面水温と冬季気温には正の相関があり（p<0.05）、西薩海域の冬季気温と

西薩海域の冬季海面水温に関係性がみられることが示唆された。また、西薩海域の冬季海面

水温と冬季季節風は負の相関があり（p<0.05）、冬季季節風と西薩海域の冬季海面水温に関

係性がみられることが示唆された。ただし、西薩海域の冬季海面水温と冬季季節風は近年、
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相関が低くなっている傾向がみられた。 

西薩海域の冬季海面水温と黒潮北縁域との関係 

 西薩海域の冬季海面水温と黒潮北縁域との関係には負の相関があり（p<0.05）、黒潮北縁

域の位置が西薩海域の冬季海面水温に影響を与えることが示唆された。また、近年、西薩海

域の冬季海面水温と黒潮北縁域の相関が高くなっている傾向がみられた。 
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久米島定線における台風による表層水の攪拌 

中田 祐二 

（沖縄県水産海洋技術センター） 

 

１．はじめに 

沖縄県水産海洋技術センターでは、沖縄本島から北西に伸びる久米島定線において、往路 
16 点で水温及び塩分を、復路 6 点で水温の観測を行っている。また、航海中は常時 ADCP 

による流向流速の観測を実施している。この観測航海を年間 9 航海行っている。 
沖縄周辺海域は、台風の通り道と言われるほどその接近が多く、観測航海も台風の来週を

考慮して計画する傾向があることから、得られるデータの多くも台風の影響を受けている

ものと考えられる。 
本事業で報告している水温及び塩分の偏差について、例年と大きく異なる値が出た場合、

台風の影響などが原因であると報告しているが、実際どの程度の影響が出ているのか、詳細

な確認は行っていない。 
そこで今回は、過去 5 年で沖縄に接近した台風から、最も影響の大きかった事例を選び、

どの程度海水が攪拌され、平年値と異なった値を示しているか検証した。 
 

２．材料と方法 

２－１ データの取得 

観測には SeaBird 社の SBE19+若しくは、（株）鶴見精機の XCTD-1 を用いた。 
２－２ 比較したデータ 

台風時のデータとして、過去 5 年間で、台風通過後比較的短時間で出航した航海の中か

ら、接近時の気圧が低かった 2019 年台風 18 号のデータ（令和元年 10 月航海）を使用し

た。 
比較のための平均値として久米島定線 10 月分の観測データ 10 年分（平成 22 年から令

和 1 年・平成 28 年欠測）を使用した。 
比較した地点は、沖縄県の沿岸代表点 P9 及び、沖合代表点 St11',St12,St12',St13、4 点

の平均値、黒潮の影響を受ける St9'の 3 箇所とした。 

 

出 典 ： 気 象 庁 Ｈ Ｐ よ り

（http://www.jma.go.jp/） 
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３．結果と考察 

沿岸代表点（P9）では、水温は水深 20 ｍ程度までは攪拌された状態が認められ、塩分で

は水深 65 ｍ程度まで、攪拌の影響が確認された。（図３，図４） 
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沖合代表点では、水温は水深 37 ｍまでは比較的水温の低下が少なく、塩分は水深 40 ｍ

程度までは低くなっており、40 ｍ程度まで攪拌された状態が確認された。（図５、図６）黒

潮流域では、水温は 85m までは水温の低下が少なく、塩分も水深 85 ｍまでは低濃度な状

態が確認されたことから、85m まで攪拌されたと考えられた。また、水深 400 ｍ程度まで

は、全体的に 10 年平均値より、低い状態となっていることが確認できた。（図７、図８） 

海域により差はあるが、台風 18 号による表層海水の攪拌は、水深 20 ｍから 80 ｍまで

確認された。 

黒潮海域で大きな水温低下が見られたが、台風 18 号が通過する 10 日ほど前に、沖縄の

西方海域を台風 17 号が南から北に向け通過している。台風 17 号の海面での降水量は確認

できないが、その期間の表層海水温の状況（気象庁の HP より）を見ると、台風通過後は平

年より水温が低い海域が広がっていることが確認されることから、台風 17 号による、多量

の降雨があったと思われ、黒潮海域に影響を与えた可能性が考えられる。 

 

図 9．2019 年 台風 17 号の進路（出典：気象庁ＨＰより http://www.jma.go.jp/） 

 

図 10．台風 17 号通過前の表層海水温 図 11．台風 17 号通過後の表層海水温 

出典：気象庁ＨＰより http://www.jma.go.jp/  
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境港美保湾におけるカタクチイワシの漁獲実態について 

德安 理敬 

（鳥取県水産試験場） 

 

１．はじめに 

鳥取県の沿岸漁業において、カタクチイワシは美保湾でのすくい網や船曳網で漁獲されて

おり、特に境港においてはイカ類に次いで多く漁獲される重要魚種である。 

一方で、境港における本種の水揚量は年変動が激しく、ここ数年は減少傾向にあることに加

え、資源評価で本系群の資源状態は低位と判断されていることなどから、本種を漁獲する漁

業者から資源減少を危惧する声が聞かれるようになった。しかしながら、これまで鳥取県に

おけるカタクチイワシの調査研究については、志村ら１）による本県沖合のまき網漁場おけ

る成熟特性について報告があるのみで、沿岸漁場については調査がなされてこなかった。 

 そこで、今回は漁獲統計資料と生物測定及び標本船野帳などをもとに、美保湾におけるカ

タクチイワシの漁獲実態を調査したので、その結果について報告する。 

 

２．材料と方法 

2-１ 漁獲統計資料の解析 

 鳥取県漁獲情報提供システムから、美保湾で操業する鳥取県漁業協同組合境港支所、同淀

江支所、同御来屋支所に所属するすくい網、船曳網漁船による 2010～2020 年のカタクチイ

ワシ銘柄別水揚量と操業隻数を抽出し、解析に用いた。 

2-２ 生物調査 

 美保湾及び中海において漁業者が水揚げした漁獲物から、無作為抽出によりサンプルを

採集し、種別に分離後、体長、体重、生殖腺重量を測定した。また水産資源調査・評価推進

委託事業で第一鳥取丸が採集したノルパックネット（口径 45cm、目合い 0.33mm）試料から

本種の卵密度を月別に算出し、解析に用いた。 

2-３ 標本船野帳の解析 

 2018 年からすくい網漁船 2 隻に、2019 年から船曳網漁船 2 隻の合計 4 隻に、漁場データ

を把握するために標本船野帳の記帳を依頼した。記帳内容は、操業日時、操業場所、銘柄、

漁獲量とした。記帳期間は各漁法の許可期間に基づき、すくい網は 4～翌 3 月、船曳網は 10

～翌 3 月とした。 

2-４ 漁場環境調査 

 美保湾洋上に設置されている弓ヶ浜水産株式会社の給餌プラットフォーム（北緯 35°

31′27.0″、東経 133°17′33.4″）の脚部分 3 か所（3m・9m・14m）に水温測定用ロガー

（HOBO MX2201、ONSET 社）を設置して水温を測定し、解析に用いた。 

 

3 結果と考察 
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3-1 水揚量 

2010 年以降のすくい網と船曳網によるカタクチイワシの水揚量は、2013 年に 317 トンで最

低となった一方で、2014 年には 1,322 トンを記録し、大きく変動することがわかった。盛漁

期は漁法によって異なり、すくい網は 5～7 月頃、船曳網は 10～翌 2 月頃にピークを示し

た。銘柄別にみると、カタクチ銘柄が漁獲量の大半を占め、シラス銘柄は年によって 2014

年の 3%から 2012 年の 32%まで大きく変動することがわかった。 

3-2 生物調査結果 

 漁獲物の体長測定結果より、毎年 5～11 月頃まで体長 30mm 前後のシラスが現れること

から、連続的に加入していると推察された。例年 12～翌 5 月頃には美保湾、中海ともに大

型個体が特徴的に現れ、低水温時に当海域を利用している可能性が考えられた。 

 漁獲物の割合を見ると、年変動はあるが 5～7 月頃にマイワシ、ウルメイワシが多く混獲

され、これは各魚種の産卵期 2),3),4)を反映していると考えられた。また中型まき網と中海ま

す網漁獲物のGSI値増加から、産卵は沖合から中海の広範囲で行われていると推察された。 

 本県沖合の 5～6 月のカタクチイワシ卵の密度と、同時期のすくい網 CPUE には正の相関

関係が認められ、卵数密度から資源量（CPUE）を推定できる可能性が示唆された。 

3-3 標本船調査結果 

 標本船野帳から漁場データを解析した結果、夏季においては本種の成長に伴い漁場が湾

口寄りに形成される傾向がみられた。一方で船曳網の盛漁期である秋～冬季においては明

確な傾向は見られなかったが、すくい網と比較して湾奥～湾口まで広く操業していた。 

3-4 漁場環境調査 

 美保湾の水温は 11℃～30℃の範囲で季節的な変動を示し、5～8 月頃にかけて水温躍層の

形成がみられた。この期間では、表層から底層の水温差とすくい網 CPUE には負の相関関

係が認められ、水温差が大きいほど CPUE が下がる可能性が示唆された。 

 

参考文献 
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佐賀県玄海地区におけるケンサキイカの漁獲動向 

島崎 裕紀 

（佐賀県玄海水産振興センター） 

 

1.はじめに 

ケンサキイカ Uroteuthis edulis は、佐賀県呼子町・鎮西町周辺地域で「イカの活き造り」

にされることでよく知られており、佐賀県玄海地区においては重要な水産水産資源のひと

つである。玄海海域では 1990 年代以降、漁獲量が減少の一途を辿っており、約 1000 トンあ

った年間漁獲量は、近年半分以下で推移している。 

当県では、資源の動向を把握するために、年間を通してケンサキイカの県内漁獲量のとり

まとめや生態に関する調査を継続して行ってきた。今回は、過去の精密測定結果などを基に、

漁獲量が今よりも多かった 2000 年代前半のデータと直近 6 年のデータを比較しながら、玄

海地区におけるケンサキイカの漁獲動向について報告する。 

また、沿岸いか釣り漁業の高度化を目的に、ケンサキイカの漁場予測システムを構築中で

あり、その概要についても報告する。 

 

2.材料と方法 

漁獲量のデータについて 

月別、漁業種別の漁獲量集計には、1998～2003 年、2013～2018 年の、佐賀玄海漁業協同

組合連合会魚市場及び（株）唐津魚市の仕切りデータを使用した。また、年別県内漁獲量は、

農林水産統計年報から、山口（1の方法で求めた。 

精密測定について 

月に一回程度市場調査を行い、雌雄別に、外套背長、生殖腺重量、交接の有無を測定した。

1998～2003 年（2、2013～2018 年の測定結果から、月別の外套背長組成生、性殖腺指数(ＧＳ

Ｉ)および交接率の推移を調べた。 

操業状況について 

 玄海地区から、イカ釣りが盛んである呼子・高串の漁業者を主体に、標本船を設定し、操

業日誌の記帳を依頼した。操業海域、漁獲量を記録し、2000～2003 年、2017～2019 年のデ

ータから、操業海域の日・隻あたりＣＰＵＥを算出した。 

漁場予測システムについて 

 玄海水産振興センターが保有するケンサキイカの漁獲情報（2017~2019 漁期年の漁獲量、

漁獲場所）と九州大学応用力学研究所より提供された海況シミュレーションデータ

（Dreams_D）をマッチングさせ、漁場形成要因、漁場予測パラメーターを明らかにした。

そのパラメーターをもとに Dreams_D の海況シミュレーションを用いて 3 日先までの漁場

予測図を作成するシステムとした。 

 パラメーター解析については、水温・塩分・流向・流速（いずれも 0ｍ、50ｍ、100ｍ）、
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水温鉛直差・塩分鉛直差（いずれも 0-50m、50-100m）、水温水平勾配、塩分水平勾配（いず

れも 0ｍ、50ｍ、100ｍ）の 22 要素について HSI 手法により解析した。 

 予測精度検証のため、2017~2019 年漁期における実際の操業場所と予測漁場を比較するこ

とで、予測の的中率を算出した。 

 

3.結果と考察 

漁獲量について 

漁業種類別にみると、定置網では 1~7 月にかけて主に漁獲され、8 月以降は減少する。イ

カ釣りでは、年間を通して漁獲されるが、近年は 4～5 月の漁獲が少ない傾向にあった。年

によって差があるものの、例年 6~7 月が漁獲の最盛期で、この傾向に大きな変化はなかっ

た。また、漁獲量が落ち込んでいる近年は、全体的に４～7 月、特に 6～７月の漁獲量が大

きく減少していた。 

漁獲量の減少には、イカ釣りの漁獲量が大きく減少していることが原因としてあげられ、

春から夏にかけて大型個体の漁獲が減少していることが、関係していると考えられる。 

 

精密測定について 

 外套背長の組成を比較したところ、2003 年４～10 月には 30cm 以上の“すいり”と呼ばれ

る二段ものが雄で多く漁獲されていたが、2018 年は 4 月と 9 月に多くみられ、年間を通し

20cm 程度の個体が主体であった。繁殖可能となる基準は、ＧＳＩが雌で３、雄で２、のラ

インとされるが、近年は 1998～2003 年に比べ、年間を通してメスのＧＳＩが低い月が多く、

交接率も低い傾向であった。外套長組成の峰型を比較すると、1998～2003 年は 4～5 月に見

られていた 3 峰型が、2013～2018 年は 6～7 月に出現し、年間を通し 2 峰型が見られる回数

が減少していた。 

春先４~6 月のメスのＧＳＩおよび交接率が過去と比較して低下しており、外套背長も過

去に比べ小型化していた。逆に夏は比較的ＧＳＩ、交接率ともに高めであることから、過去

春群とされていた個体群が、1～２か月遅れて来遊している可能性が示唆された。 

  

操業状況について 

 1998～2003 年は 3 月以降九州北西～北東沿岸にかけて、帯状に漁獲記録が分布し、9 月

頃から沖合に移動していったが、2013～2018 年は、7 月になるまで沿岸域の限られた場所で

しか漁獲が無かった。その後沖合に移動するも、北西部に漁獲記録が集中し、過去に比べ東

部海域での漁獲が少なかった。また、1998～2003 年には 10 月以降から冬季にかけてＣＰＵ

Ｅが 20kg/日・隻となる水域が主であったが、2013～2018 年は同時期に沖合でＣＰＵＥが高

く、40kg/日・隻を超える日もあった。 

７~9 月の操業が減り、10～12 月に過去より活発な操業が見られたことから、ケンサキイ

カの来遊傾向が遅れている可能性が示唆された。 
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漁場予測システムについて 

 月別、旬別の最適パラメーターを設定した。予測の的中率は、同様の方法で漁場予測をし

ているトラフグに比べ、低い値であり、特に主漁期である夏～秋にかけて低かった。 

的中率が低くなった要因としては、予測システムに使用した過去の漁獲データが資源状

態の悪い 3 か年分のみであるために、真の漁場形成要因を明らかにできていない可能性が

考えられた。 
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